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■
大
手
町
か
ら
押
上
へ

郵
政
博
物
館
は
、「
通
信
」
や
そ
の
文

化
に
関
す
る
資
料
約
47
万
件
を
収
蔵

す
る
博
物
館
で
、
墨
田
区
押
上
の
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
・
ソ
ラ
マ
チ
９

階
に
展
示
場
が
あ
り
ま
す
。
展
示
場
で

は
、
明
治
４
（
１
８
７
１
）
年
の
郵
便
創

業
以
降
の
郵
便
関
係
資
料
を
中
心
と

し
た
約
４
０
０
点
の
資
料
の
ほ
か
、
約

33
万
種
の
世
界
の
切
手
を
常
設
展
示

し
て
い
ま
す
。

郵
政
博
物
館
が
現
在
の
地
に
オ
ー

プ
ン
し
た
の
は
、
３
年
前
の
平
成
26

（
２
０
１
４
）
年
３
月
の
こ
と
で
す
が
、

そ
れ
以
前
は
、
千
代
田
区
大
手
町
で

「
逓

て

い

し

ん信
総
合
博
物
館
」
の
名
称
で
親
し

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

■
世
界
の
切
手
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
北
斎

の
切
手
も

墨
田
ゆ
か
り
の
偉
大
な
芸
術
家
と

い
え
ば
、
ま
ず
葛
飾
北
斎
の
名

を
挙
げ
る
人
が
多
い
で
し
ょ
う
。

日
本
で
は
、
錦
絵
等
を
意
匠

と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
切
手
が
発

行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
が
世

界
に
誇
る
絵
師
、
北
斎
の
作
品

の
切
手
も
多
く
発
行
さ
れ
て
い

ま
す
。「
冨
嶽
三
十
六
景
」
や
「
花

鳥
画
集
」
等
か
ら
代
表
的
な
作

品
が
切
手
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

我
々
に
な
じ
み
深
い
「
隅
田
川
関
屋
の

里
」（
「
国
際
文
通
週
間
」
切
手
、
昭
和

41
（
１
９
６
６
）
年
10
月
６
日
発
行
）
や

「
深
川
万
年
橋
下
」（
「
国
際
文
通
週

間
」
切
手
、
平
成
11
（
１
９
９
９
）
年
10

月
６
日
発
行
）
な
ど
、
隅
田
川
や
そ
の

周
辺
の
名
所
を
描
い
た
作
品
も
切
手

に
な
っ
て
い
ま
す
。

北
斎
を
主
題
と
し
た
切
手
は
、
日
本

だ
け
で
は
な
く
他
国
で
も
発
行
さ
れ
て

お
り
、
世
界
に
お
け
る
北
斎
の
人
気
を

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
飛
脚
の
姿
を
今
に
つ
た
え
る
北
斎

そ
の
ほ
か
、
当
館
収
蔵
の
北
斎
関

係
資
料
で
特
に
人
気
の
資
料
に
、「
富

嶽
百
景
」
を
模
刻
し
彩
色
し
た
「
冨

士
百
撰　

暁
あ
か
つ
き
のノ
不ふ

二じ

」
が
あ
り
ま
す
。

時
は
ま
だ
日
の
出
前
、
夜
が
色
濃
く

残
る
明
け
方
、
早
く
走
る
た
め
に
上
半

身
の
着
物
を
脱
ぎ
、
額
に
手
ぬ
ぐ
い
を

き
り
り
と
締
め
た
二
人
の
飛
脚
の
姿

と
、
遥
か
に
望
む
富
士
山
の
遠
景
が
印

象
的
な
資
料
で
す
。　

飛
脚
に
は
、
幕
府
の
文
書
を
運
ん
だ

「
継つ

ぎ
び
き
ゃ
く

飛
脚
」
、
大
名
が
国
許
と
江
戸
屋

敷
と
の
連
絡
等
で
設
け
た
「
大
名
飛

脚
」
、
民
間
の
飛
脚
で
あ
る
「
町
飛
脚
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
に
描
か
れ

て
い
る
の
は
「
継
飛
脚
」
で
す
。
二
人
一

組
で
、一
人
が
状

じ
ょ
う
ば
こ

箱
を
担
ぎ
一
人
は
添そ
え

人に
ん

と
し
て
何
も
持
た
ず
に
走
り
、
宿
場

か
ら
宿
場
へ
リ
レ
ー
式
に
文
書
を
継
送

っ
た
「
継
飛
脚
」
の
よ
う
す
を
ビ
ジ
ュ
ア

ル
的
に
わ
か
り
や
す
く
今
に
伝
え
て
く

れ
る
資
料
と
し
て
、
歴
史
の
参
考
図
書

等
へ
の
掲
載
が
多
い
作
品
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
当
館
は
、
近
世
以
前
の

通
信
や
街
道
に
関
す
る
資
料
も
多
く

収
蔵
し
て
お
り
、
北
斎
や
広
重
な
ど
の

錦
絵
に
つ
い
て
も
、
美
術
鑑
賞
品
と
し

て
で
は
な
く
、
街
道
や
旅
、
当
時
の
通

信
の
よ
う
す
を
伝
え
る
歴
史
的
資
料

と
し
て
収
蔵
し
て
い
ま
す
。

■
今
年
で
誕
生
１
１
５
年

当
館
は
日
本
の
博
物
館
の
中
で
も

屈
指
の
歴
史
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
起

源
は
今
か
ら
１
１
５
年
前
、
明
治
35

（
１
９
０
２
）
年
６
月
の
「
郵
便
博
物

館
」
設
立
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
今
春

は
、
当
館
誕
生
１
１
５
年
を
記
念
し
た

「
悠

ゆ
う
き
ゅ
う

久
の
大だ
い
て
い
し
ん

逓
信
展
」
を
開
催
し
、こ
こ

で
紹
介
し
た
北
斎
「
暁
ノ
不
二
」
な
ど
、

江
戸
時
代
ま
で
の
収
蔵
品
を
展
示
し

ま
す
（
期
間
中
展
示
替
え
有
）
。こ
の
機

会
に
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
郵
政
博
物
館
学
芸
員　

岩
島
美
月
）

郵政博物館　展示場

葛飾北斎 「冨士百撰　暁ノ不二」（摸刻彩色）

郵政博物館　ご利用案内

【開館時間】10：00～17：30（入館は17：00まで）   【休館日】不定休

【入館料】大人300円、小中高校生150円（団体等の割引制度あり）

【所在地】墨田区押上1−1−2　東京スカイツリータウン・ソラマチ９階

【電話（受付）】03−6240−4311

企画展情報

郵政博物館誕生115年記念「−通信のあゆみ−悠久の大逓信展」

平成29年４月15日（土）～６月25日（日）（展示替え有り）

（※会期中の休館日：５月17日、６月７日）

心
を
つ
な
ぐ
世
界
を
つ
な
ぐ
、
そ
し
て
昔
と
今
を
つ
な
ぐ

―
―
郵
政
博
物
館



墨田区を走った都電

昔
か
ら
東
京
に
お
住
ま
い
の
方
は

「
都
電
」
を
ご
存
じ
で
す
ね
。
通
勤

通
学
に
利
用
し
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
で
し
ょ
う
。
東
京
の
街
を
縦
横
に

走
っ
て
い
た
都
電
で
す
が
、
昭
和
47
年

（
１
９
７
２
）
11
月
11
日
の
運
転
を
最

後
に
、
現
在
の
荒
川
線
以
外
、
全
て
姿

を
消
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

墨
田
区
（
本
所
区
）
に
初
め
て
電
車

が
走
っ
た
の
は
明
治
38
年
（
１
９
０
５
）

６
月
。
当
時
東
京
に
路
面
電
車
を
走
ら

せ
て
い
た
三
社
の
う
ち
「
東
京
市
街
鉄

道
」
の
路
線
が
両
国
橋
を
渡
っ
て
亀
沢

町
（
緑
町
）に
達
し
、
本
所
車
庫
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
翌
月
に
は
厩
橋
を
渡
り

ま
す
。
電
車
は
運
転
士
が
雨
風
に
吹
き

さ
ら
さ
れ
る
、
オ
ー
プ
ン
デ
ッ
キ
の
四

輪
車
で
し
た
。

翌
39
年
（
１
９
０
６
）
に
三
社
合

併
し
て
「
東
京
鉄
道
」
と
な
り
、
44
年

（
１
９
１
１
）
に
は
東
京
市
営
の
「
市

電
」
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
路
線
も

次
々
に
延
び
、
南
は
深
川
方
面
、
北
は

吾
妻
橋
・
押
上
・
柳
島
、
東
は
江
東
橋
・

錦
糸
堀
へ
。
新
大
橋
を
渡
っ
て
き
た
路

線
は
森
下
か
ら
菊
川
・
猿
江
へ
。
電
車

も
大
型
車
が
増
え
、
大
正
時
代
は
市
電

の
全
盛
期
と
な
っ
て
、
東
京
名
物
の
満

員
電
車
は
流
行
歌
に
も
歌
わ
れ
る
ほ

ど
で
し
た
。

大
正
12
年
（
１
９
２
３
）
、
関
東
大

震
災
に
よ
っ
て
市
電
も
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
ま
す
が
立
ち
直
り
、
昭
和
に
入

る
と
、
石
原
か
ら
亀
戸
天
神
橋
、
錦
糸

堀
か
ら
洲
崎
、
吾
妻
橋
か
ら
向
島
へ
の

路
線
が
開
通
し
ま
す
。

ま
た
、
錦
糸
町
以
東
は
「
城
東
電

気
軌
道
」
の
電
車
が
小
松
川
・
砂
町
方

面
へ
走
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
17
年

（
１
９
４
２
）
、
戦
時
統
合
に
よ
り
市

電
に
編
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
18
年
（
１
９
４
３
）
、
都
制
の
施

行
に
よ
っ
て
市
電
は
「
都
電
」
と
な
り
ま

し
た
。
空
襲
で
も
大
き
な
被
害
を
受
け

ま
す
が
、
戦
後
復
旧
。
向
島
や
柳
島
の

路
線
は
延
長
さ
れ
、
天
神
橋
の
終
点
は

錦
糸
町
へ
付
け
替
え
ら
れ
て
、
昭
和
30

年
代
に
は
戦
後
の
最
盛
期
を
迎
え
ま

し
た
。

し
か
し
、
経
済
成
長
と
共
に
自
動
車

が
激
増
し
、
渋
滞
に
よ
っ
て
電
車
の
定

時
運
転
は
難
し
く
な
り
、
相
次
ぐ
地
下

鉄
の
開
業
な
ど
も
あ
っ
て
利
用
者
も
減

少
し
、
赤
字
を
抱
え
た
都
電
は
廃
止
さ

れ
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
す
。

都
電
が
大
好
き
だ
っ
た
私
は
、
あ
ち

こ
ち
の
都
電
に
乗
っ
て
は
写
真
を
撮
っ

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
頃
は
も
う
既
に

廃
止
も
か
な
り
進
ん
で
い
ま
し
た
。

墨
田
区
を
走
っ
た
都
電
の
多
く
は
、

柳
島
か
錦
糸
堀
、
ど
ち
ら
か
の
営
業
所

（
車
庫
）
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

系
統
番
号
と
運
転
区
間
を
示
し
ま
す
。

柳
島
車
庫
は
江
東
区
で
す
が
墨
田

区
に
近
く
、
今
は
高
齢
者
施
設
の
あ
る

場
所
で
、
昭
和
５
年
（
１
９
３
０
）
に

本
所
車
庫
が
移
転
し
て
き
ま
し
た
。
23

（
福
神
橋
～
緑
一
丁
目
～
月
島
）
、
24

（
福
神
橋
～
上
野
駅
前
～
須
田
町
）
、

30
（
東
向
島
三
丁
目
～
上
野
駅
前
～

須
田
町
）
を
担
当
。
朝
夕
に
限
り
臨
時

30
（
東
向
島
三
丁
目
～
月
島
）
も
数
本

運
転
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

錦

糸

堀

車

庫

は

大

正

12

年

（
１
９
２
３
）
、
錦
糸
町
駅
前
の
現
在

丸
井
が
あ
る
場
所
に
開
設
さ
れ
、
25

（
西
荒
川
～
錦
糸
堀
～
日
比
谷
公
園
）
、

28
（
錦
糸
町
駅
前
～
洲
崎
～
都
庁

前
）
、
29
（
葛
西
橋
～
錦
糸
堀
～
須
田

町
）
、
36
（
錦
糸
町
駅
前
～
菊
川
二
丁

目
～
築
地
）
、
38
（
錦
糸
堀
車
庫
前
～

境
川
～
日
本
橋
）
と
い
う
多
く
の
系
統

を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

更
に
、
大
久
保
車
庫
の
12

番
が
新
宿

か
ら
市
ヶ
谷
・
須
田
町
を
通
っ
て
両
国

駅
前
ま
で
、
大
塚
車
庫
の
16

番
が
大
塚

か
ら
本
郷
・
厩
橋
を
経
て
錦
糸
町
駅
前

（
北
）
ま
で
、
は
る
ば
る
や
っ
て
来
て
い

ま
し
た
。

「
都
電
最
後
の
日
」
は
土
曜
日
で
、
当

時
は
学
校
へ
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

高
校
生
だ
っ
た
私
は
、
登
校
前
に
亀

戸
・
錦
糸
町
へ
足
を
運
び
ま
し
た
。

そ
の
日
も
都
電
は
同
じ
よ
う
に
動
い

て
い
ま
す
。
駅
前
は
い
つ
も
通
り
の
混

雑
で
、
乗
場
に
は
人
が
溢
れ
て
い
ま
し

た
。
明
日
か
ら
こ
の
人
た
ち
の
通
勤
通

学
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
と
思
わ
ず
に

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
当
時
の
ヒ
ッ
ト
曲
、
南

沙
織
の
「
哀
愁
の
ペ
ー
ジ
」
の
せ
つ
な
い

メ
ロ
デ
ィ
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
す
。

交
差
点
の
線
路
を
渡
る
車
輪
の
響

き
に
、
ふ
と
我
に
返
れ
ば
、
ま
る
で
何
ご

と
も
無
い
か
の
よ
う
に
、
い
つ
も
と
変

わ
ら
ぬ
一
日
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま

し
た
。

錦糸町駅前（昭和45年4月）左から7000形・3000形

柳島（昭和46年1月）手前から7500形・6000形

平成28年度（後期）すみだ地域学セミナー講演（10月29日）より

墨田区を走った都電
笹目　史郎（都電史研究家）


